
生育状況について（８月２０日現在）
定点調査結果（「あきたこまち」８地点平均）	 田植：本年５月２１日

穂　　数
（本／㎡）

葉　　数
（葉）

着　　粒　　数
粒／穂 粒／㎡

本 年 ４３０ １３．２ ７７．２ ３３，２４２
平 年 ４４５ １２．９ ７２．９ ３２，３６７
平 年 比 ９７％ ＋０．３葉 １０６％ １０３％
前 年 ４２７ １２．７ ７１．９ ３０，７５５
前 年 比 １０１％ ＋０．５葉 １０７％ １０８％

※雄勝地域振興局農林部農業振興普及課調べ

　管内の出穂期は、生育が早めに推移し
たことから、平年より１日早い８月１日
でした。
　８月２０日現在の定点調査結果（「あき
たこまち」８地点）では、穂数は４３０本
／㎡（平年比９７％）とやや少なくなって
いるものの、一穂着粒数が７７．２粒（同
比１０６％）と多く、㎡当たり着粒数は
３３，２４２粒（同比１０３％）とやや多くなっ
ています。
　標高別の㎡当たり着粒数でみると、平
年並～やや多くなっているものの、ほ場
によってばらつきがあります（右図参照）。
　本年は出穂後、昨年と同様に高温多照で推移しており、稲体の消耗や、茎葉から穂への
デンプン転流阻害による登熟歩合の低下、未熟粒の発生が懸念されます。
　各ほ場をよく観察し、水管理の徹底を図るとともに、畦畔除草、作業機械や乾燥施設等
の点検等を実施し、品質の維持・向上に努めましょう。

収穫前の当面の管理について
⑴　登熟の向上を図る水管理
　　落水時期は出穂後３０日頃を目安とし、昨年のような高温登熟の場合、早期落水は白未
熟粒や同割れ等の品質低下、登熟歩合の低下による収量への影響が懸念されます。

　　落水までの期間は、土壌水分を保持しながら、稲体の活力を維持することが重要です。
開花後２５日間は米粒が肥大するため、土壌水分が不足しないように注意します。また、
生育が旺盛な場合は、遅くまで肥大しますので、落水が早すぎないように注意してくだ
さい。

図　定点ほ場（標高別）の着粒数
秋田県では、稲わら焼きは原則禁止されています。
特に、周囲への影響が大きい１０月１日から１１月１０日の間は、
全面的に禁止されています。

周囲の環境を汚さない
環境に優しい米作りをしましょう！

○点検整備・清掃作業では、エンジンを停止しましょう。
○手こぎ作業は、適切な服装で機体の内側に手を入れないようにしましょう。
○圃場内への漂着物等は収穫時の事故につながるため、確実に除去しましょう。

安全確認と予防対策を十分に行い農作業事故を防ぎましょう！
　秋田県では、９月１０日から１０月２０日までを「秋の農作業安全運動」期間とし、農
作業中の事故防止を呼びかけています。秋の農繁期は、コンバイン等での収穫作業
が中心となることから、特に農作業機械による事故に注意しましょう。

⑵　斑点米カメムシ類の防除対策
　　農道や畦畔の草刈りは、収穫２週間前になってから行いましょう。
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刈り取り適期は穂の黄化程度も加味して総合的に！
　出穂後の好天が続き、初期登熟は順調に推移しています。出穂後の積算気温が早生種で
１，１００℃、中晩生種で１，２００℃を超えると胴割れ米が急増しますので注意が必要です。
　刈り取り適期は品種やほ場条件等で異なるため、登熟歩合を高めるためには、温度だけ
で判断すると青米が多い場合があるため「積算気温・積算日照時間・穂の黄化程度」をそ
れぞれ確認することで、適期を総合的に判断してください。

○今年の出穂後積算気温による刈取適期予想（アメダス湯沢）

出穂期 積算気温到達日 積算日照時間到達日
９５０℃ １，０００℃ １，０５０℃ １，１００℃ １，１５０℃ ２００ｈ

７月２８日 ９月５日 ９月７日 ９月９日 ９月１２日 ９月１４日 ８月３１日
７月３０日 ９月７日 ９月９日 ９月１２日 ９月１４日 ９月１７日 ９月１日

８月１日 ９月９日
（２日早い）

９月１２日
（２日早い）

９月１４日
（２日早い）

９月１７日
（２日早い）

９月１９日
（２日早い）

９月４日
（４日早い）

８月３日 ９月１２日 ９月１５日 ９月１７日 ９月２０日 ９月２２日 ９月８日
８月６日 ９月１６日 ９月１９日 ９月２１日 ９月２４日 ９月２７日 ９月１２日
８月９日 ９月２０日 ９月２３日 ９月２６日 ９月２９日 １０月２日 ９月１８日
＊８月１日が管内の出穂期（管内の５０％が出穂期を迎えたと判断された日）
＊８月２０日以降のデータは平年値を使用。
＊（　）内は平年値との比較。
▼刈り取り時期の判定の目安

収穫作業と乾燥調製
⑴　コンバイン収穫
　①	　損失粒やワラ・穀粒の詰まりが発生しないように、稲の生育量に合わせた作業速度
で行いましょう。

　②	　収穫時の籾水分は２５％以下が望ましく、収穫作業は稲体が乾燥している午前１０時～
午後５時頃に行いましょう。

⑵　台風等による被害対策
　	　台風は強い風雨を伴うため、倒伏や風水害、進路によっては山脈を越えた乾いた空気
が、高温の風となって吹くフェーン現象の原因となります。
　	　特に、倒伏が発生すると受光体勢が著しく悪化し、登熟の低下による減収と穂発芽に
よる品質低下を招くことから、倒伏した場合は次の事項を実施しましょう。
　①　圃場の停滞水は速やかに排水しましょう。
　②	　登熟後期の場合は早めに刈り取るとともに、追い刈りや横刈り等により刈り取り精
度の向上に努めましょう。

　③　穂発芽した場合は、品質低下防止対策で刈り分けを行いましょう。

⑶　高品位米に仕上げるための乾燥・調製
　①　乾燥作業の留意点
　　ア　乾燥機の特徴、操作手順をよく理解しましょう。
　　イ　高水分籾の刈り取りを避け、わら屑の混入を少なくし籾の循環を良くしましょう。
　　ウ　乾燥前、中、後のそれぞれの工程で正確な水分測定を行いましょう。
　　エ	　水分が多い籾や活青米の多い籾などは、籾含水率が１８～２０％まで低下した時点で

乾燥機を休止し、籾全体のテンパリングを行ってから仕上げ乾燥する二段乾燥を実
施しましょう。

　　オ	　タイマー設定時間はやや短めとし過乾燥を防止します。自動水分計のものでもや
や高めの水分で一時停止し、温度設定する時は籾の状態を考え過乾燥にならないよ
うにしましょう。

　　カ	　乾燥の仕上がりは、玄米水分１５％とします。なお、過乾燥になると胴割粒が発生
するとともに食味が低下するので注意しましょう。

　②　調製作業（籾摺り・選別）
　　〔籾摺り〕
　　ア	　籾摺り作業は、穀温が高いと肌ズレ米が発生しやすくなるので、穀温が常温まで

低下してから行いましょう。
　　イ	　籾摺り機の処理量は米選機の能力に合わせ、米選機の能力以上に玄米を供給しな

いように注意しましょう。
　　ウ	　ゴムロールの摩耗程度を点検し、試し摺りを行い脱

だっぷ

稃率が８０～８５％になるよう調
節します。全自動の場合もゴムロールの摩耗点検は必ず行いましょう。

　　〔米　選〕
　　ア　網目は１．９ｍｍを基本とし、整粒歩合８０％以上を確保しましょう。
　　イ　規定範囲内の流量で選別しましょう。

①　出穂後の日数による判定
早 生 種（あきたこまち等）で出穂後４５日前後
中晩生種（めんこいな・ゆめおばこ等）で出穂後５０日前後
②　出穂後の積算気温による判定
出穂後の日平均気温の積算値
早 生 種：９５０～１，０５０℃　　　中晩生種：１，０５０～１，１５０℃
③　籾の黄化程度による判定
葉や穂首が緑色であっても籾の黄化程度が９０％以上の頃
※ただし高温の場合は８５％以上
④　枝梗黄化程度による判断
主軸の上から５番目の枝梗まで黄化した頃

●枝梗の黄化程度
　平年並の気温推移
　で主軸の上から5
　番目まで黄化

緑色

黄化

●籾の熟色
　「黄色+黄白色」
　の籾が90%以上た
　だし高温の場合は
　85%以上

：黄色+黄白色 
：青色 
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図　	籾の熟色、枝梗の黄化程度によ
る刈取り適期の判断（模式図）

黄化率のイメージ写真
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